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移温度についてわれわれの計算した値は Zn， Cd, ß-Hg, In, Sn (w) , Al, Pb において実験値と









Eliashberg の方程式を基礎にとって， 簡単化の仮定を設けて乙れを解くのであるが， その際，
従来一般的には考察されていなかった Umkla pp-process をとり入れたり， pseudo-potential に
工夫をこらすなど，主要な要素を残すような種々の配慮がなされており，独創性豊かである。あ
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との部分では圧力による臨界温度の変化が論じられ，実験結果がかなりよく説明されている。圧
力によって格子振動数が変ることが主原因であると示されている。
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